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子どもの不慮の事故の予防のために、これまで、数多くの対策が行われてきた結果、

この20年で死亡事故は70%以上も減ってきており、成果を挙げてきました。しかし、

いまなお死亡原因の第2位であり、また、死亡に至らない傷害は現在も多発しており、

大きな社会問題です。その一因は、生活実態に合わない画一的な対策や、保護者など

のケアラーだけに負担が集中している社会環境にあると考えられます。今回のシンポ

ジウムでは、現代のケアラーのリアルな生活者像を理解し、傷害予防を押し付けるの

ではなく、社会で支え合う環境づくりについて議論する場を企画しました。情報発信

をされているメディア、新たな人材育成プログラムを作成しているNPO、新たな表示

制度で製品改善を進める行政、この分野に関わる最新のテクノロジーの研究者をシン

ポジストに迎えて、新たな傷害予防の方向性について議論したいと考えています。
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